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は し が き
われわれは数年来東南アジアの水田土壌の現地調査を行なっているが,そのさいしばしば土
壌の断面rilに, わが国の 水田にも認められる鉄, マンガンの結核, 斑紋とともにピゾリス様











景観の相違などについて述べている｡1,2,3) この調査研究の基礎は堆積物中に見 られる鉄, マン
ガンの結核が地表風化により形成されたものと考えることにある｡
著者 らは1966年 2月および1967年 2月にカンボジアの水田土壌を調査する機会をえて,試料
を採取 した｡そのさい,土壌断面に鉄,マンガ ンの結核の極めて多い場合や,SandSeparation
が著 しく発達 している場合のあることを知 り,これらが土壌の受けてきた風化の履歴を表わす
ものと考えた｡ もとよりこれらの現象の発現機構が明らかでなければ,風化の程度の指標とな
りうるか否かを決定することはできないであろう｡ しかしタイ国チャオプラヤ流域の堆積物に
ついて,秩,マ ンガンの結核を鍵 とした区分 と,区分された堆積物中の粘土の鉱物組成- 特
にカオリン含量- との対応が明らかにされている4)ことを考えると,上記二つの現象を土壌
の風化の程度の指標とすることの妥当性が予想される｡そこでこれらの現象の発現の程度を異

































表 2にはすでに報告した方法6) で決定 した粘土鉱物組成,表 1の地形,景観などおよび鉄,
マンガンの結核の現われ方から判定されるテラス番号などを堆積母材別に区分して表示した｡
テラス番号は高谷に従うもので 0は氾濫原 (FloodPlain), Ⅰ,Ⅲ,Ⅲはそれぞれ テ ラス
(Formation) I,Ⅲ,Ⅲである｡ なお Ⅰ～ⅢあるいはⅢ～Ⅲ としたものはそれぞれ中間的な
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核の現われ方に, トンレサップの西および南側 (土壌番号 Ca3,4および12)と北側 (土壌
番号 Ca8,9,10)で明らかな差異がある｡ すなわち北側では SandSeparationが強く現わ
れていても結核はほとんど認められず,反対に南および西側では結核が表層から存在 している
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に乏しく, モンモ リロナイ トグループとバー ミキュライ トがほぼ等 しい 割合を占めるが, 14
-15A-10Å混層鉱物を考慮すると,北側でバー ミキュライ トが,南側でモンモリロナイ トグ
ループが多いようである｡





く, イライ トから 14Å 鉱物-の変化および 14Å 鉱物からカオ リンへの変化または 14Å 鉱
物の破壊がうかがえる｡すなわち母材が新鮮な Ca16では 14Å 鉱物/イライ トの比が 1であ
るのに,やや風化の進んだ Ca14ではその比が3になりカオリン含量を増 し, さらに風化の
進んだ Ca15ではイライ トは消失 し,14A鉱物の減少を示 している｡このCa16-Ca14-Ca
15の土壌はメコン河からの距離,比高,テラス面 も一つの序列をなしている｡
一方,Ca13はさきにも述べたように酸性硫酸塩土壌とされている土壌であって,他の土壌
と生成過程を異にしているためか, 同じ風化程度と思われる Ca14とカオ リン含量は等 しい






tion の現われ方で区分 した風化の程度とかなり明瞭な関係があること, そして風化の程度が
地形面との対応を示すことを明らかにしてきた｡これらのことは土壌断面にみられる鉄,マン















本報告においてはカンボジアの水田土壌の作土の粘 土鉱物組成 と土壌断面にみられ る風化の
特徴- 秩,マ ンガンの結核 と SandSeparation- の現われ方や景観,土壌母材などとの関
係を明 らかにした｡ ここで取 り上げた風化の特徴は比較的均一の母材の地帯で,地形の安定 し
た地域であれば,土壌の受けた風化の程度をよ く示 した｡ これらの特徴による地形区分の有効
性を論 じた｡
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